
















（出典：Ray, Debraj, 1998. Development Economics. Princeton University Press, pp. 

272-275を一 部改変）

（語注） ＊1 vicious悪質な、 ＊2intrinsic 本質的な、 ＊3 resting metabolism安静時

代謝、 ＊4 respiratory呼吸器の 、 ＊5 ionic gradientsイオン勾配、 ＊6 membranes膜、

*7 ambient取り巻<、 *8 strenuous大いに骨折る、 ＊9 cull選り抜く、 ＊10 hoeing

鍬で除草すること 、 ＊11 dissipate消散させる、 ＊12 incapacitating debility動けな

いほどの衰弱、 ＊13 exposition解説、 ＊14 funnel送り込む

問1 下線部①に関して、 栄養問題を考える際に 、 なぜ経済学の視点が重要か、

本文を参考にしながら説明せよ。

問2 下線部②に関して、 こ こで言及されているpoverty trapの発生メカニズム

を途上国の文脈で具体的に 説明せよ。

問3 下線部③に関して、 capacity curveの例として以下の関数を考える。

12 
f(x) = 1 + e-x+6

この関数は本文のFigure 1の ような形状であることが知られている。 以下の

問に答えよ。

(1) f(x)はxに関して単調増加関数であることを示せ。

(2) 極限値lim f(x)およびlim f(x)を、 それぞれ求めよ。
X→CO X→-co 

(3) f (x)の唯一の変曲点は、 点（6, 6)であることを示せ。

(4) f(x)は、 点(6, 6) に関し点対称なグラフに なることを示せ。

問4 下線部④に関して、 所得と労働能力との関係として、 なぜFigure 1で示

されているような形状を想定することが妥当なの か、 本文 に即して説明せ

よ。

問5 所得と労働能力の間に Figure 1で示されているような関係を想定した場

合、 発展途上国の貧困者に対する援助として、 どの ような政策介入が望ま

しいと 考えられるか、 あなたの意見を述べよ。
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